
原田康子の足跡とその作品展原田康子の足跡とその作品展
企画展

　65年北海道釧路市生まれ。02年「雪虫」で
第82回オール讀物新人賞を受賞。07年同作
を収録した単行本『氷平線』を刊行。13年『ラ
ブレス』で第19回島清恋愛文学賞、同年『ホテ
ルローヤル』で第149回直木賞、20年『家族じ
まい』で第15回中央公論文芸賞を受賞。
近著に『孤蝶の城』（新潮社）。ほかにも『起終
点駅（ターミナル）』『砂上』『ふたりぐらし』『光
まで５分』『緋の河』『俺と師匠とブルーボーイ
とストリッパー』『ブルースRed』、絵本『いつか 
あなたを わすれても』（オザワミカ・絵）、『サチコ
さんのドレス』（そら・絵）など、著書多数。

釧路市中央図書館・釧路文学館開館5周年記念

釧路文学館
Kushiro Literature Museum

開館時間：9：30～19：30
休 館 日：毎週月曜（祝日除く）
　　　　 毎月最終金曜日
　　　　 年末年始（12/29～1/3）

〒085-0015 釧路市北大通10丁目2番1号
TEL.0154-64-1740

入館
無料

釧路文学館

文学館の情報はこちらから
もご覧いただけます➡

2023年 1月28日（土） ～ 4月23日（日）

2月19日日13:00～14:30　7階多目的ホール

（※2月22日（水）～28日（火）は図書館
システム更新のため、図書館施設及び
文学館は休館しています。）

原田康子の生誕95年を記念し、原田康子の生涯と原田作品の魅力を紹介します。
また、日本中にブームを起こした「挽歌」について、釧路文学館の資料からご紹介します。

■関連イベント

（釧路市中央図書館6階）

作家=桜木紫乃（さくらぎしの）

桜木紫乃トークライブ桜木紫乃トークライブ
定員70名

応募方法/往復ハガキ
(宛先 ：文学館）

締切日
2月10日金 必着
申込が定員を超えた場合は
抽選となります。



釧路文学館
Kushiro Literature Museum
〒085-0015 釧路市北大通10丁目2番1号
　　　　　釧路市中央図書館６Ｆ
TEL.0154-64-1740　FAX.0154-64-1741

JR釧路駅から徒歩8分
くしろバス「北陸銀行」「中央図書館・道銀前」停留所下車
タクシー：釧路駅より3分
駐車場：図書館利用者専用駐車場（無料70台）

交通のアクセス道警釧路方面本部道警釧路方面本部
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桜木紫乃トークライブ
直木賞作家・桜木紫乃さんをお迎えして、原田康子さんの作品との出会いや、
近況を伺いながら故郷である釧路への思いを語っていただきます。
司会進行：大津洋子（絵本セラピスト／桜木紫乃事務所専属MC）
【所】7F 多目的ホール【定員】70名　主催・問い合せ先：釧路文学館

マンスリー朗読会
朗読：釧路演劇協議会
作品：原田康子関連作品
【所】7F 多目的ホール【定員】70名【申】文学館

原田康子『サビタの記憶』　ジスイズ朗読会×くしろ読書会
『サビタの記憶』の朗読会と公開読書会を開催。
公開読書会では出演者たちが作品の感想や意見を語り合う。
第一部　13:00～ 13:20　　マンスリー朗読会　ジスイズ朗読会
第二部　13:30～ 15:00　　公開読書会　くしろ読書会　
　　　　　　　　　　　　　　立浪誠子、高木真美、小田島本有、　
　　　　　　　　　　　　　　岸本真希人（司会）
【所】7F 多目的ホール【定員】70名【申】文学館

■関連イベント

※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載イベントが変更になる場合がございます。ご了承ください。

13:00～14:302月19日（日）

2月12日（日） 13:00～13:30

3月26日(日) 13:00～15:00

企 画 展　 原田康子の足跡とその作品展

釧路文学館　開館5周年記念展　2023年４/29(土)～７/23(日)

次　回　展　示

図書・ポストカード販売中

釧路市中央図書館が北大通にオープンし、釧路文学館が併設されて5年目になります。文学館が
出来るまでのあゆみや今までの企画展や事業を振り返る展示で、改めて文学館をご紹介させて
いただきます。

文学館では、釧路ゆかりの作家である原田康子さんと桜木紫乃さんのポストカードおよび図書
を販売しております。ポストカードは、原田康子さんの「海霧」で挿絵は羽生輝さんが担当、
桜木紫乃さん「緋の河」は赤津ミワコさんが担当したものになります。図書は、挽歌をはじめ
とした原田康子さん、桜木さんの本を販売しておりますが、一部品切れ等の理由により、ご用
意できないものがありますので、あらかじめご了承ください。


